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人と自然が“ほっとな”まちの広報紙

え び の広 報

〈表紙写真〉足湯の駅「えびの高原」でのひととき

「特集」

　地域活性化の拠点へ
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の
観
光
地
や
物
産
と
連
携
し
た
南
九
州
の

玄
関
口
と
な
る
物
産
館
。

③
「
え
び
の
」
の
あ
ら
ゆ
る
資
源
、組
織
、

人
に
支
え
ら
れ
た
物
産
館
を
目
指
し
ま
す

　

え
び
の
市
の
さ
ま
ざ
ま
な
資
源
、組
織
、

人
が
お
互
い
の
強
み
を
生
か
し
て
、
有
機

的
に
連
携
し
、
来
訪
者
に
も
市
民
に
も
親

し
ま
れ
る
え
び
の
市
の
観
光
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
存
在
の
物
産
館
。

　

観
光
や
農
業
に
携
わ
る
事
業
者
、
団
体

の
参
加
だ
け
で
は
な
く
、
市
民
が
参
加
す

る
こ
と
で
、
よ
り
魅
力
的
な
物
産
館
に
な

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
物
産
館
の
名
前
の
募
集

や
郷
土
料
理
レ
シ
ピ
の
募
集
、
イ
ベ
ン
ト

の
企
画
な
ど
、
市
民
か
ら
幅
広
く
意
見
を

聞
き
ま
す
。
市
民
が
だ
れ
で
も
参
加
で
き

る
物
産
館
を
目
指
し
ま
す
。

　

物
産
館
を
活
用
し
、
農
業
振
興
に
取
り

組
み
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
物
産
館
運

営
に
携
わ
る
団
体
と
生
産
者
が
緊
密
な
連

携
を
保
ち
、
生
産
者
の
確
保
、
育
成
に
取

り
組
む
こ
と
の
で
き
る
物
産
館
を
目
指
し

ま
す
。

　

え
び
の
市
物
産
館
建
設
基
本
計
画
は
、

市
畜
産
農
林
課
で
閲
覧
で
き
る
ほ
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.city.
ebino.lg.jp

）
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

運
営
な
ど
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
、
早
け

れ
ば
平
成
24
年
度
か
ら
物
産
館
の
建
設
に

と
り
か
か
り
、
平
成
25
年
4
月
に
営
業
開

始
を
目
指
し
ま
す
。

　

戦
略
会
議
で
の
協
議
で
は
、
物
産
館
の

目
指
す
も
の
と
し
て「
南
九
州
の
玄
関
口
、

田
の
神
さ
あ
の
里
で
、
ご
湯
っ
く
り
～
開

業
の
瞬
間
が
完
成
形
で
な
い
、
成
長
す
る

物
産
館
～
」
を
基
本
概
念
に
、
次
の
3
つ

を
掲
げ
て
い
ま
す
。

①
観
光
客
に
「
え
び
の
」
を
発
信
、
提
供

す
る
物
産
館
を
目
指
し
ま
す

　

え
び
の
市
の
資
源
、
人
の
魅
力
を
発
信

し
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
え

び
の
市
の
地
域
資
源
を
活
用
し
た
活
性
化

に
つ
な
が
る
物
産
館
。

②
南
九
州
の
玄
関
口
と
な
る
物
産
館
を
目

指
し
ま
す

　

来
訪
者
に
快
適
な
休
憩
施
設
や
食
事
の

提
供
、
物
産
の
販
売
を
行
う
と
と
も
に
、

え
び
の
市
だ
け
で
な
く
、
宮
崎
、
熊
本
、

鹿
児
島
の
県
境
の
特
性
を
生
か
し
、
周
辺

　

市
で
は
現
在
、
物
産
館
建
設
に
向
け
て

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

物
産
館
と
は
、
市
内
で
生
産
さ
れ
る
農

産
物
や
特
産
品
を
展
示
・
販
売
し
、
地
域

の
魅
力
を
発
信
す
る
「
情
報
発
信
機
能
」

を
備
え
た
施
設
で
す
。

　

え
び
の
市
内
に
は
、
市
内
に
点
在
す
る

中
小
規
模
の
特
産
品
販
売
所
と
連
携
し
、

市
内
の
観
光
施
設
、
温
泉
な
ど
を
県
内
外

へ
広
く
紹
介
す
る
「
物
産
館
」
の
設
置
を

望
む
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
平
成
22
年
2
月
10
日
、
物
産

館
建
設
を
幅
広
い
市
民
参
加
の
も
と
、
官

民
一
体
と
な
っ
て
協
議
す
る
た
め
の
「
活

力
あ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
戦
略
会
議
」
を

設
立
し
ま
し
た
。
会
議
で
は
、
物
産
館
建

設
の
基
本
計
画
協
議
検
討
を
本
格
的
に
開

始
し
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
10
月
4
日
に
は
、
物
産
館
建

設
予
定
地
（
え
び
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

入
口
か
ら
東
に
約
２
０
０
メ
ー
ト
ル
に
位

置
し
、
1
万
３
０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
）

を
、
1
億
円
で
取
得
し
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
引
き
続
き
、
物
産
館
建
設
や

地
域
活
性
化
の
拠
点
へ

市
で
は
、
平
成
25
年
度
を
目
標
に
、
物
産
館
営
業
開
始
を
目
指
し
ま
す

※記載している図は、あくまでもイメージです。詳細は、実施計画などで明らかになります

　

市
民
の
皆
さ
ん
、
い
よ
い
よ
物
産

館
建
設
の
取
り
組
み
が
具
体
化
し
て

き
ま
し
た
。

　

市
民
の
声
を
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と

い
う
方
法
で
取
り
入
れ
な
が
ら
、
た

た
き
台
と
な
る
「
基
本
計
画
」
を
ま

と
め
、
こ
の
度
、
広
く
市
民
の
皆
さ

ん
に
公
表
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

本
市
の
抱
え
る
少
子
高
齢
化
、
大

幅
な
人
口
減
、
農
業
を
は
じ
め
と
す

る
市
民
所
得
の
減
少
を
打
開
す
る
た

め
に
も
、
地
の
利
を
生
か
し
大
き
な

交
流
人
口
を
呼
び
込
ま
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
市
民

が
一
致
団
結
し
知
恵
を
絞
り
、
熱
い

想
い
で
挑
戦
し
、
市
内
外
に
大
き
く

情
報
発
信
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
拠
点
が
「
み
ん
な
で
つ
く

る
物
産
館
」
な
の
で
す
。

　

成
功
の
鍵
は
、
多
く
の
市
民
参
画

と
し
っ
か
り
し
た
組
織
経
営
体
の
構

築
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
積
極
的

な
関
わ
り
を
心
か
ら
期
待
し
て
い
ま

す
。

み
ん
な
で
つ
く
る
物
産
館
に

物産館イメージ

【
物
産
館
の
目
指
す
も
の
】

えびの市長
村岡隆明

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

市
畜
産
農
林
課
担
い
手
対
策
室

☎
35
‐
１
１
１
１
（
内
線
２
３
３
・
2
３
４
）

【
市
民
が
主
役
の
物
産
館
】

計画対象地

九州自動車道

えびの IC

R268
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情報公開・個人情報保護制度の運用状
況を公表します
情報公開条例および個人情報保護条例に基づき、市は、毎年その運用状況を公表しています。
平成 22年度の運用状況を下記のとおり公表します。

＊公文書公開の実施状況＊

　表中の『一部公開』については、公にすることにより、特定の個人や法人等の権利、利益を害すると認められる情報、
事務や事業の適正な遂行に支障を及ぼすと認められる情報に該当するとして一部が非公開とされたものです。表中の『非
公開』については、「該当する公文書が存在しない」ものです。

＊会議の公開の運営状況＊

平成 22年度 平成 21年度

会議の開催回数（ａ） 119 回 130 回

公開された会議の回数（ｂ） 89回 108 回

非公開とされた会議の回数 30回 22 回

傍聴者数（合計） 2人 9人

公開率（ｂ／ａ） 74.79％ 83.08％

　市では、情報公開条例に基づき、審議会等の会議を公開しています。
　これは、市のさまざまな計画や施策の決定過程を広く市民の皆さんに公開することにより、市政に対する市民の権利の
確保に努め、市政に対する理解を深めてもらい、開かれた市政の実現を図るために行っているものです。

《昨年度との比較》
　公開された会議の回数は 19 回減、非公開とされた会議の回数は 8回増となり、公開率では 8.29 ポイント下がりました。
非公開（一部公開を含む。）とされた会議は、個人情報に関する部分や審査・評価に関する事項についてのみ非公開とし
たものと会議開催の事前公表を行わなかった会議です。

＊個人情報保護制度の運用状況＊

開示請求 訂正等請求 不服申立て 目的外利用 外部提供

6 件 ０件 ０件 2件 2件

　表中の『個人情報取扱事務登録件数』とは、市の事務のうち、個人情報を収集・管理・利用・提供する事務について、
個人情報取扱事務目録に登録している事務の件数をいいます。内訳は、市長部局 164 件、教育委員会 53 件、農業委員会
17 件、選挙管理委員会 15 件、議会 3件、監査委員 2件、固定資産評価審査委員会 2件、公平委員会１件となっています。

■お問い合わせ先
えびの市総務課行政係
（内線 311・314）

個人情報取扱事務登録件数（平成 23年４月１日現在）

257 件

請求件数 全部公開 一部公開 非公開 不服申立て

4 件 1件 3件 0件 ０件

公営企業の財政状況
えびの市の公営企業（水道事業・病院事業）の財政状況については、毎年６月と 11月に公表しています。
今回は、平成 22年 10 月１日から平成 23年３月 31 日まで（平成 22年度下半期）の予算の収入と支出の
状況についてお知らせします。（四捨五入の関係で、数値、率が一致しない場合があります）

水道事業
区　分 予算額

執　行　額
収入率％

下半期 累　計
水道事業収益 337,620,000 167,633,896 336,428,466 99.6

営業収益 332,197,000 165,695,906 331,961,484 99.9

営業外収益 5,420,000 1,937,990 4,466,250 82.4

特別利益 3,000 0 732 24.4

区　分 予算額
執　行　額

支出率％
下半期 累　計

水道事業費用 330,907,000 187,421,409 326,054,125 98.5

営業費用 306,978,000 172,300,118 301,072,338 98.1

営業外費用 22,888,000 14,582,569 24,443,065 106.8

特別損失 541,000 538,722 538,722 99.6

予備費 500,000 0 0 0.0

【事業収入に関する事項】

【事業費用に関する事項】
※収入の営業収益は、水道料金や手数料、水道加入金など。営業外収益は量水器評価額など。

※支出の営業費用は、原水および浄水費、配水および給水費、減価償却費など。営業外費用は、企業債の償還利息など。

単位：円

単位：円

区　分 予算額
執　行　額

収入率％
下半期 累　計

病院事業収益 1,012,428,000 540,721,620 981,378,740 96.9

医業収益 931,624,000 460,138,263 899,493,423 96.6

医業外収益 80,803,000 80,583,357 81,885,317 101.3

特別利益 1,000 0 0 0.0

区　分 予算額
執　行　額

支出率％
下半期 累　計

病院事業費用 978,855,000 494,509,848 956,369,242 97.7

医業費用 976,506,000 468,639,262 929,752,051 95.2

医業外費用 1,946,000 25,669,505 26,416,110 1357.5

特別損失 203,000 201,081 201,081 99.1

予備費 200,000 0 0 0.0

【事業収入に関する事項】

【事業費用に関する事項】
※収入の医業収益は、入院収益、外来収益など。医業外収益は、一般会計補助金など。

※支出の医業費用は、給与費、診療材料費、電気代などの経費、研究研修費など。医業外費用は、企業債の償還利息など。

単位：円

単位：円

■お問い合わせ先
えびの市水道課経営管理係
（内線 291）

■お問い合わせ先
えびの市立病院
☎ 0984‐33‐1023

◎水道業務量
平成 22 年 10 月１日～

平成 23 年３月 31 日

［給水戸数］8,565 戸
［給水人口］19,706 人
［下半期給水量］1,003,563m3

［１日平均給水量］5,514m3

［１人１日平均給水量］279.8 ㍑
［普及率］78.8％

病院事業

Data

◎借入金残高
8 億 6,553 万円

◎病院業務量
平成 22 年 10 月１日～

平成 23 年３月 31 日

［病床数］50 床
［患者数（入院）］6,544 人
［患者数（外来）］19,722 人
［１日平均入院患者数］36.0 人
［１日平均外来患者数］165.7 人

◎借入金残高
4,620 万円

Data
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地域づくりの支援を行います

「地域活性化アドバイザー」に奥村さん

霧島ジオパークのキャラクター決定
名前は「キリッチ」

り
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

奥
村
さ
ん
は
、
世
代
間
交
流

を
図
る
場
を
創
出
す
る
た
め
の

支
援
や
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
の
支
援
、
地
域
リ
ー
ダ
ー

育
成
の
支
援
な
ど
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
都
市
地
域
か
ら
え

び
の
市
に
移
住
し
て
、
地
域
活

動
を
行
う
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
支
援
も
行
い
ま
す
。

　

奥
村
さ
ん
は
「
地
域
の
方
か

ら
い
ろ
い
ろ
な
話
を
聞
き
、
教

わ
り
な
が
ら
え
び
の
の
良
さ
を

引
き
出
し
て
い
き
た
い
で
す
。

ま
た
、
私
を
近
く
で
見
か
け
た

ら
気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

市
で
は
、
地
域
活
性
化
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
奥

村
玄
さ
ん
を
招
き
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
総
務
省
の
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
（
外
部
専
門
家
）
招
へ
い

事
業
を
活
用
し
た
も
の
で
す
。

　

奥
村
さ
ん
は
、
地
域
振
興
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
・
地
域
再
生
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
活
躍
し
、

最
近
で
は
、
和
歌
山
県
高
野
町

の
「
ま
ち
な
か
再
生
事
業
」
を

支
援
す
る
な
ど
大
き
な
実
績
を

上
げ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
今
後
、
地
域
活
性

化
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
奥
村
さ
ん

を
中
心
に
、
地
域
の
方
の
生
の

声
を
聞
き
な
が
ら
、
地
域
づ
く

といちらかさん会の飯野駅美化活動

八幡丘をきれいにしっみろ会の桜の植樹

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
主
役
に
な
っ
て
自
ら

行
う
地
域
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く

り
活
動
に
対
し
、
助
成
金
を
交

付
す
る「
ぷ
ら
い
ど
21
助
成
金
」

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
は
、
12
団
体
が

助
成
金
の
交
付
を
受
け
、
ま
ち

づ
く
り
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
活
動
の
実
績
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

【
ぷ
ら
い
ど
21
助
成
金
と
は
】

　

私
た
ち
市
民
が
市
内
に
あ
る

豊
か
な
歴
史
や
文
化
、
産
業
を

し
っ
か
り
見
つ
め
、
誇
り
と
自

信
を
も
っ
て
い
き
い
き
と
し
た

ま
ち
づ
く
り
活
動
が
行
わ
れ
る

こ
と
を
進
め
る
た
め
に
、
予
算

で
定
め
る
金
額
を
上
限
と
し
て

そ
の
活
動
を
行
う
団
体
や
集
団

組
織
な
ど
に
助
成
金
を
交
付
す

る
も
の
で
す
。

【
助
成
の
対
象
と
な
る
活
動
は
】

　

助
成
金
の
対
象
に
な
る
活
動

は
、
次
の
3
つ
の
活
動
で
す

○
豊
か
な
生
活
環
境
の
創
出
に

つ
な
が
る
活
動

○
市
民
文
化
の
高
揚
に
つ
な
が

る
活
動

○
産
業
振
興
に
つ
な
が
る
活
動

【
対
象
と
な
る
経
費
は
】

　

助
成
の
対
象
と
な
る
経
費

は
、会
議
費
、広
報
費
、用
品
費
、

看
板
製
作
費
、
勉
強
会
費
、
活

マスコットキャラクターの「キリッチ」

「ぷらいど 21助成金」事業

助成金交付団体の活動実績を報告します

地域活性化アドバイザーの奥村さん

霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
の
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

が
決
ま
り
ま
し
た
。名
前
は「
キ

リ
ッ
チ
」
で
す
。

　

霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議

会
で
は
、
霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
の

Ｐ
Ｒ
な
ど
に
活
用
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
を
昨
年
12
月
か
ら
本
年

1
月
に
か
け
て
募
集
し
て
い
ま

し
た
。た
く
さ
ん
の
応
募
の
中
、

新
潟
県
在
住
の
三
巻
保
征
さ
ん

の
「
キ
リ
ッ
チ
」
が
最
優
秀
賞

と
し
て
選
考
さ
れ
ま
し
た
。

　

作
品
に
求
め
る
コ
ン
セ
プ
ト

は
、

①
霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
を
イ
メ
ー

ジ
で
き
る
こ
と

②
霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
の
テ
ー
マ

で
あ
る
「
自
然
の
多
様
性
と
そ

れ
を
育
む
火
山
活
動
」
に
ふ
さ

わ
し
い
こ
と

③
子
供
た
ち
が
霧
島
ジ
オ
パ
ー

ク
に
親
し
み
を
持
て
る
こ
と

の
3
つ
で
し
た
。

　

5
月
13
日
の
霧
島
ジ
オ
パ
ー

ク
推
進
連
絡
協
議
会
平
成
23
年

度
定
例
総
会
で
霧
島
ジ
オ
パ
ー

ク
の
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し

て
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、「
キ
リ
ッ
チ
」
は
、

霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
の
公
式
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
と
し
て
、
様
々
な
面

で
活
用
さ
れ
ま
す
。

団体名 活動実績

ＪＲえびの飯野駅をといちらかさん会
えびの飯野駅と周辺の美化活動を行いました。熱心なボ
ランティアも増え、組織の強化を図ることができました。

末永村づくり実行委員会
末永地区にある田の神広場の除草作業、桜やアジサイ周
辺の除草、ツツジの植栽、「ほたる水路」の整備を行い
ました。

六本原開拓記念碑会
六本原開拓記念碑周りの公園整備として、藤棚の作成、
藤・桜の植栽、鹿被害防止のフェンス施工を行いました。

田代ひまわりロードプロジェクト
田代地区若手による景観形成、。ひまわり大迷路、展望
台を作製し、納涼ひまわりロード祭りを実施しました。

真幸ＥＭ研究会
真幸小学校児童への環境学習の支援。京町住民と共同で、
京町まちづくり推進事業の支援を行いました。

湯きゃん実行委員会
利用者の目線に立った「スポットに行き着くことができ
るマップ」作製を行いました。

ガッツ！かっつ
えびの駅舎の周辺を整備しました。地区民参加で美化活
動、コスモスや桜の植栽を行いました。

真幸駅まつり実行委員会
真幸駅開業を記念し、来駅者のおもてなしや交流を深め
るため、えびのの産業や文化などを紹介しました。

八幡丘をきれいにしっみろ会
八幡丘公園をきれいにするため、沿道の草刈や桜・ツツ
ジの植栽を行いました。

笑美農会
昔ながらの母のみそを受け継ぎ、地域の方とその味を
守って行くための活動を行いました。

自衛隊基地等を考える市民の会
自衛隊施設周辺住民との意見交換・座談会、自衛隊のま
ちをアピールする看板の設置などを行いました。

子どもと共に歩むえびのの会
市民向け児童虐待防止講習会・商工会女性部対象大人
ワーク・教職員ワークを行いました。

※ JR えびの飯野駅をといちらかさん会と末永村づくり実行委員会は、22 年度で助成交付が終了

動
費
、研
修
費
で
す
。
た
だ
し
、

助
成
金
額
の
上
限
は
単
年
度
で

1
団
体
あ
た
り
１
０
０
万
円
以

内
で
す
。
期
間
は
３
年
で
す
。

【
助
成
の
条
件
は
】

　

活
動
が
3
年
間
以
上
継
続
で

き
、
帳
簿
な
ど
の
書
類
が
5
年

間
以
上
保
存
さ
れ
る
こ
と
が
条

件
で
す
。

【
申
請
方
法
は
】

　

毎
年
4
月
か
ら
5
月
に
か
け

て
、「
ぷ
ら
い
ど
21
助
成
金
」

の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
募
集
は
、市
広
報
紙
・
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。

助
成
金
を
活
用
し
た
い
場
合

は
、
企
画
課
・
振
興
係
で
申
請

方
法
や
書
類
作
成
な
ど
、
事
前

に
説
明
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
「
ぷ
ら
い
ど
21
助
成
金
」
の

詳
し
い
内
容
な
ど
に
つ
い
て

は
、
市
企
画
課
振
興
係
に
直
接

お
問
い
合
わ
せ
し
て
い
た
だ
く

か
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w

w
.city.ebino.jp/

）
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成
23
年
度
「
ぷ
ら

い
ど
21
助
成
金
」
は
、
受
け
付

け
が
終
了
し
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

市
企
画
課
振
興
係

　

☎
35
‐
１
１
１
１

　

内
線
３
２
１
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News　&　Topics◎市政ニュース（えびの市役所☎ 0984‐35‐1111）

えびの市ならではの一貫教育を目指して
5 部会、36 人の先生に委嘱状を交付

育
研
究
セ
ン
タ
ー
、
小
学
校
社

会
科
副
読
本
編
集
委
員
会
の
5

部
会
、
36
人
で
す
。

　

今
年
度
か
ら
新
設
さ
れ
た
一

貫
教
育
推
進
員
部
会
は
、
一
貫

教
育
の
目
的
で
あ
る
「
学
力
向

上
」
の
手
立
て
な
ど
を
よ
り
明

確
化
・
具
体
化
し
、
各
学
校
に

広
め
て
い
き
ま
す
。

　

英
会
話
科
・
英
語
表
現
科
推

進
員
部
会
座
長
に
委
嘱
さ
れ
た

中
川
芳
彦
さ
ん
（
上
江
小
学
校

教
頭
）
は
「
子
ど
も
た
ち
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
伸
ば

せ
る
よ
う
、
部
会
全
員
一
丸
と

な
っ
て
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い

で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

市
で
は
、
平
成
21
年
度
か

ら
市
内
す
べ
て
の
小
中

学
校
で
、
一
貫
教
育
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
市
に
は
、
一
貫
教

育
を
研
究
し
、
そ
の
研
究
成
果

を
、
市
内
の
学
校
に
広
げ
、
各

中
学
校
区
な
ら
で
は
の
一
貫
教

育
を
目
指
す
た
め
の
推
進
員
部

会
が
あ
り
ま
す
。

　

5
月
19
日
、
市
文
化
セ
ン

タ
ー
で
、
一
貫
教
育
を
推
進
す

る
各
部
会
に
、
委
嘱
状
の
交
付

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

委
嘱
を
受
け
た
の
は
、
一
貫

教
育
推
進
員
部
会
、
え
び
の
学

推
進
員
部
会
、
英
会
話
科
・
英

語
表
現
科
推
進
員
部
会
、
市
教

委嘱状を受け取る社会科副読本編集委員会座長の倉薗靖浩さん

◎
家
庭
教
育
学
級
の
紹
介

家 学庭 教 育 級 信通

上江小学校家庭教育学級長

蕨内ひとみさん

親子で楽しく参加した 3B体操

　

上
江
小
学
校
の
家
庭
教
育
学
級

は
、
父
親
の
参
加
が
多
い
の
が
特

徴
で
す
。
昨
年
度
は
、
学
級
生
47

人
中
12
人
が
父
親
で
し
た
。
ほ
と

ん
ど
の
学
習
を
上
江
中
学
校
と
合

同
で
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
上

江
保
育
園
も
加
え
た
3
つ
の
家
庭

教
育
学
級
合
同
で
開
催
す
る
も
の

も
あ
り
ま
す
。

　

主
な
活
動
と
し
て
は
、8
月
に
、

「
ｅ
‐
ネ
ッ
ト
安
心
講
座
」
を
実

施
し
ま
し
た
。
総
務
省
な
ど
が
主

催
す
る
「
ｅ
‐
ネ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
バ

ン
」
を
活
用
し
た
も
の
で
、
Ｄ
Ｖ

Ｄ
の
映
像
を
も
と
に
、
ネ
ッ
ト
い

じ
め
や
ケ
ー
タ
イ
依
存
、
ネ
ッ
ト

誘
引
な
ど
の
実
態
と
そ
の
対
処
方

法
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
９
月
に
は
、「
健
康
ス

ポ
ー
ツ
教
室
～
３
Ｂ
体
操
」
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
「
３
Ｂ
体
操
」
と
は
、「
ボ
ー
ル

(B
all)

」「
ベ
ル(B

ell

）」「
ベ
ル

タ
ー(B

elter)

」
と
い
う
３
つ
の

手
具
を
使
い
、
音
楽
に
合
わ
せ
て

遊
び
感
覚
で
楽
し
め
る
健
康
体
操

で
す
。
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅

広
く
気
軽
に
体
験
で
き
る
体
操
で

す
。
こ
の
日
は
親
子
で
参
加
し
て

も
ら
い
、
楽
し
く
汗
を
流
し
ま
し

た
。

　

そ
の
他
に
は
、「
早
寝
・
早
起
き
・

朝
ご
は
ん
」
の
大
切
さ
を
学
ん

だ
「
保
健
学
習
」
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。
父
親
・
母
親
・
家
族
が
役

割
分
担
し
な
が
ら
子
育
て
に
関
わ

り
、
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
深
め
る
こ
と
の
重
要
性
を
学

び
合
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
、
上
江
中
学
校
と
協

力
し
な
が
ら
、
楽
し
く
実
の
あ
る

家
庭
教
育
学
級
に
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

東日本大震災被災地への職員派遣辞令交付

えびの市農業委員会委員選挙

えびの市から被災地へ職員を派遣

明るい農政のために投票を

6
月
7
日
か
ら
6
月
15
日
、
第

2
班
が
6
月
13
日
か
ら
6
月
21

日
の
そ
れ
ぞ
れ
9
日
間
で
す
。

　

辞
令
を
受
け
た
4
人
の
職
員

は
、
宮
城
県
の
気
仙
沼
市
総
合

体
育
館
で
、
総
合
受
付
、
支
援

物
資
の
管
理
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

気
仙
沼
市
へ
の
派
遣
期
間
以

降
は
、
宮
崎
県
お
よ
び
県
内
市

町
村
で
ま
と
ま
っ
て
宮
城
県
山

元
町
へ
職
員
の
派
遣
を
行
う
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
友
好

都
市
な
ど
の
関
係
で
独
自
で
派

遣
し
て
い
る
自
治
体
を
除
き
ま

す
）

た
場
所

【
時
間
】
午
前
７
時
～
午
後
６

時※
投
票
日
当
日
、
不
在
な
ど
で

投
票
で
き
な
い
方
は
、
期
日
前

投
票
が
で
き
ま
す
。

○
期
日
前
投
票

【
期
間
】
７
月
４
日
（
月
）
～

７
月
９
日
（
土
）

【
場
所
】
市
役
所
１
階
１
‐
１

会
議
室

【
時
間
】
午
前
8
時
30
分
～
午

後
8
時

※
選
挙
が
行
わ
れ
る
場
合
は
、

告
示
日
（
7
月
3
日
）
の
翌
日

か
ら
投
票
所
入
場
券
を
発
送
し

ま
す
。
な
お
、
無
投
票
の
場
合

は
、
発
送
し
ま
せ
ん
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

内
線
４
２
１
・
４
２
２

東
日
本
大
震
災
被
災
地
へ

の
職
員
派
遣
辞
令
交
付

式
が
、
6
月
3
日
行
わ
れ
ま
し

た
。
派
遣
先
は
、
今
回
の
大
震

災
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
宮

城
県
気
仙
沼
市
で
す
。
同
市
へ

え
び
の
市
か
ら
は
、
4
人
の
職

員
を
第
1
班
と
第
2
班
に
分
け

て
派
遣
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
職
員
派
遣
は
、
宮
城
県

気
仙
沼
市
か
ら
県
市
長
会
へ
災

害
派
遣
の
要
請
が
あ
り
、
そ
の

要
請
を
受
け
、
県
市
長
会
で
気

仙
沼
市
へ
の
職
員
の
派
遣
を
決

定
し
た
こ
と
に
よ
り
行
わ
れ
た

も
の
で
す
。

　

派
遣
の
期
間
は
、
第
1
班
が

７
月
10
日
（
日
）
は
え
び

の
市
農
業
委
員
会
委
員

選
挙
の
投
票
日
で
す
。
投
票
所

入
場
券
（
ハ
ガ
キ
式
）
は
、
１

人
に
つ
き
１
枚
届
き
ま
す
。
投

票
日
に
は
、
投
票
所
入
場
券
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

（
注
）
投
票
所
入
場
券
は
、
農

業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
る
方
に
届
き
ま

す
。
入
場
券
が
届
い
て
い
な
く

て
も
、
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

は
投
票
が
で
き
ま
す
。

※
農
業
委
員
会
委
員
名
簿
と

は
、
平
成
23
年
1
月
1
日
現
在

の
申
請
に
基
づ
き
、
そ
の
選
挙

資
格
を
調
査
し
て
作
製
す
る
申

告
調
製
名
簿
で
す
。

【
投
票
日
】
7
月
10
日
（
日
）

【
場
所
】
入
場
券
で
指
定
さ
れ

派遣辞令を受け取る第 1班、中原広幸班長

7月 10 日は、市農業委員会委員選挙です
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◎
自
公
連
だ
よ
り

※
自
公
連
・
・
・「
自
治
公
民
館
連
絡
協
議
会
」の
略
称

が ！ん ば る 公 館民

　
ジ
オ
パ
ー
ク
発
掘
調
査
隊

　

牧
の
原
区
は
、
加
久
藤
地
区
の

北
部
山
沿
い
に
位
置
し
ま
す
。
世

帯
数
29
戸
の
、
市
内
で
一
番
小
さ

な
自
治
公
民
館
で
す
が
、
活
発
な

公
民
館
活
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
。

　

牧
の
原
自
治
公
民
館
は
、
青
壮

年
部
・
婦
人
部
・
コ
ス
モ
ス
会
・

産
業
部
・
高
齢
者
ク
ラ
ブ
・
育
成

会
の
組
織
で
結
成
。
そ
れ
ぞ
れ
の

組
織
が
中
心
と
な
っ
て
活
動
を
展

開
中
で
す
。

　

青
壮
年
部
は
、
地
域
内
の
環
境

市内で一番小さな
自治公民館
（牧の原自治公民館）

地区民が参加して、環境整備を行いました

整
備
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

婦
人
部
は
、
毎
月
25
日
に
定
例

会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
12

月
の
大
日
堂
祭
り
を
担
当
し
、
祭

り
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　

コ
ス
モ
ス
会
は
、
毎
月
10
日
に

定
例
会
を
行
い
、
地
区
民
が
ほ
と

ん
ど
参
加
す
る
9
月
の
敬
老
会
を

担
当
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
ク
ラ
ブ
は
、
年
数
回
の

公
民
館
周
辺
の
清
掃
活
動
を
行
う

な
ど
、
年
間
を
通
じ
て
活
発
な
活

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

育
成
会
主
催
の
十
五
夜
祭
り
に

は
、
多
く
の
地
区
民
が
参
加
し
、

盛
会
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

自
治
公
民
館
全
体
の
取
り
組
み

も
活
発
で
、
年
2
回
の
地
区
内
道

路
清
掃
は
、
全
世
帯
が
参
加
し
行

わ
れ
ま
す
。

　

牧
の
原
自
治
公
民
館
は
、
小
さ

い
な
が
ら
も
、
ま
と
ま
り
の
あ
る

積
極
的
な
自
治
公
民
館
活
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

　
今
月
紹
介
す
る
の
は
、
え
び

の
市
の
「
え
び
の
高
原
」
と
「
え

び
の
高
原
キ
ャ
ン
プ
場
」で
す
。

■
え
び
の
高
原

　

え
び
の
高
原
は
、
霧
島
屋
久

国
立
公
園
内
に
あ
り
、
周
囲
を

韓
国
岳
、
え
び
の
岳
、
白
鳥
山
、

甑
岳
に
囲
ま
れ
た
、
韓
国
岳
爆

裂
火
口
の
崩
壊
堆
積
物
や
周
辺

火
口
湖
の
噴
出
物
で
で
き
た
扇

状
地
性
の
山
間
盆
地
全
体
を
指

し
ま
す
。

　

高
原
北
部
に
不
動
池
、
六
観

音
御
池
、
白
紫
池
な
ど
の
火
口

湖
が
あ
り
、
池
を
巡
る
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
コ
ー
ス
は
「
美
し
い

日
本
の
歩
き
た
く
な
る
み
ち

５
０
０
選
」
に
も
選
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

え
び
の
高
原
周
辺
の
丘
陵
地

は
ア
カ
マ
ツ
な
ど
が
広
が
っ
て

お
り「
森
林
浴
の
森
１
０
０
選
」

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
世
界
で
も
え
び
の
高

原
近
辺
に
し
か
自
生
し
な
い
ノ

カ
イ
ド
ウ（
国
の
天
然
記
念
物
）

や
火
山
特
有
の
植
物
で
あ
る
ミ

ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
の
群
落
な
ど
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
え
び
の
高
原
キ
ャ
ン
プ
場

　

え
び
の
高
原
キ
ャ
ン
プ
場

は
、
え
び
の
高
原
内
に
あ
り
、

標
高
約
１
２
０
０
メ
ー
ト
ル
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
夏
は
日
中
の

平
均
気
温
が
約
24
度
と
過
ご
し

や
す
く
、
避
暑
地
と
し
て
県
内

外
か
ら
多
く
の
利
用
者
が
訪
れ

ま
す
。

　

テ
ン
ト
サ
イ
ト
と
ケ
ビ
ン
群

は
、
自
然
の
ア
カ
マ
ツ
と
ク
マ

ザ
サ
に
囲
ま
れ
、
快
適
に
キ
ャ

ン
プ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

ま
た
、全
国
で
も
珍
し
い「
か

け
流
し
温
泉
」
の
あ
る
キ
ャ
ン

プ
場
と
し
て
も
有
名
で
す
。

【
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
】

え
び
の
高
原
キ
ャ
ン
プ
場

☎
０
９
８
４
‐
33
‐
０
８
０
０

そ
の
21自然のアカマツに囲まれたケビン群

牧の原自治公民館長
柳田和幸さん

後継者だけの集まり飯野酪農クラブ

育児や料理の勉強を続ける若妻会

余暇を楽しく活用。岡松婦人会

あの時のえびの市を広報紙で振り返る

あの時、あの頃
今月は、42年前の広報紙にタイムスリップ

広報えびの　1011　ebino　city　public　relations.　2011.06

「飯野酪農クラブ」

　酪農を自分たちの手で成功さ
せようと、地道な勉強を続けて

いる後継者だけで組織したグ

ループがあります。グループの

名称は「飯野酪農クラブ」とい

います。

　牛を囲んで検討し合う若者た

ちの顔には、歴史の浅いえびの

町酪農の担い手になろうという

強い意気込みが感じられます。

（昭和 44年 6月掲載）

「大溝原若妻会」

　町内には約 52 の婦人グループがあります。し

かし、平均年齢 25 歳という若い主婦のグループ

は 1つしかないようです。名称もそのものズバリ

若妻会。

　毎月 15 日を定例日に定め、育児や料理の講習、

家計簿の検討などのほか、家庭菜園をつくり、新

鮮な野菜を食卓にのせ、家族の健康増進にも努め

ています。

（昭和 44年 6月掲載）

「岡松婦人会」　
　最近、ほとんどの家庭の台所で、プロパンガスが
使われています。主婦の仕事も電気洗濯機や掃除機

等の登場で大幅に合理化され、余暇が多くなりまし

た。

　南岡松婦人会は、こうした余暇を、楽しく豊かな

ものに使おうと努力しています。その 1つとして、

ハンドバックの作り方やカギ針編みなどの手芸の講

習を受けています。

（昭和 44年 6月掲載）

※このコーナーは、これまでの広報紙の記事を一部抜粋、修正して掲載しています
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◎今月の一品

［
え
び
の
の
う
ま
い
も
の
］

　

今
月
紹
介
す
る
の
は
、
え
び
の
市
食
生
活
改

善
推
進
員
で
つ
く
っ
た
「
ち
ら
し
ず
し
」
で
す
。

　

酢
は
、
胃
液
の
分
泌
を
促
進
し
、
消
化
酵
素

の
働
き
を
活
発
に
し
た
り
、
食
欲
を
増
進
し
た

り
し
ま
す
。
ま
た
、
血
管
を
拡
張
し
、
血
液
の

流
れ
を
良
く
し
て
、
血
圧
を
下
げ
る
働
き
も
あ

り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
夏
に
な
り
ま
す
。
暑
さ
で
食
欲
不

振
に
な
り
や
す
い
季
節
で
す
。
そ
ん
な
時
は
、

ち
ら
し
ず
し
を
食
べ
て
、
暑
い
夏
を
乗
り
切
り

ま
し
ょ
う
。

レ シ ピ

r e c i p e

【材料】（4人分）
【すし飯】米 280 ｇ、水米の 1.2 倍、酒
大さじ 3/5【合わせ酢】酢 1/6 カップ、
砂糖大さじ 1/2、塩小さじ１【具】ニン
ジン 40 ｇ、干しシイタケ 2枚、タケノ
コ 40g、ゴボウ 40g、かまぼこ 40g、鶏
もも肉（こま切れ）40g、だし汁 1/2 カッ
プ（Ａ）砂糖大さじ 2、醤油大さじ 2、
みりん大さじ 1/2、　酒大さじ 1/2、き
ざみのり適量

【作り方】
《すし飯をつくる》
①米を洗い、水気を切り、炊飯器に米
を入れ水と酒を加え 30 分おいて炊く。
②酢・砂糖・塩を混ぜ合わせ、砂糖を
煮とかして合わせ酢を作る。
③米が炊きあがったら②の合わせ酢を
全体にまわしかけ、切るように混ぜる。
《具をつくる》
④ニンジンはみじん切りにし、酢水に
つけておく。干しシイタケは水につけ
て柔らかく戻し、軸を除いて半分の切
り、薄切りにする。タケノコは短冊切
りにする。ゴボウはささがきにして、
水につけておく。かまぼこは扇切りに
する。
⑤鍋に鶏肉を入れて軽く炒め、干しシ
イタケ・タケノコ・ゴボウを入れ、だ
し汁を加え強火で煮る。沸騰したら弱
火にして 7～ 8分煮る。かまぼこ、（Ａ）
を加え落しぶたをして弱火で煮る。
⑥温かいすし飯に、汁気をきったニン
ジンを加え、さっくりと混ぜる。
⑦⑥に⑤を加え、なじませる。
⑧器に盛り、きざみのりを上に飾る。

　
　
　
　
　
　
え
び
の
産
の
食
材
を
使
っ
た
お
い
し
い
料
理

ボランティア活動の一環でプルタブを集めています
※アルミ缶リサイクル協会では、
アルミ缶を集めるのなら、タブだ
けを集めるのではなく、タブを取
らずに「アルミ缶そのもの」を集
めることを推奨しています

え び の の ひ と

重留里衣さん東脇千秋さん

飯野高校 JRC 部

　
「
寒
い
時
の
募
金
活
動
な
ど
は

大
変
で
す
。
で
も
、
こ
の
活
動
が

誰
か
の
た
め
に
な
る
ん
だ
と
思
う

と
が
ん
ば
れ
ま
す
」と
話
す
の
は
、

飯
野
高
校
Ｊ
Ｒ
Ｃ
部
部
員
の
重
留

里
衣
さ
ん
（
写
真
右
）
で
す
。

　

Ｊ
Ｒ
Ｃ
部
と
は
、
Ｊ
ｕ
ｎ
ｉ
ｏ

ｒ
（
ジ
ュ
ニ
ア
）
Ｒ
ｅ
ｄ
（
レ
ッ

ド
）
Ｃ
ｒ
ｏ
ｓ
ｓ
（
ク
ロ
ス
）
の

略
で
す
。
日
本
語
で
は
、
青
少
年

赤
十
字
と
い
い
ま
す
。
現
在
、
Ｊ

Ｒ
Ｃ
部
に
は
、
女
子
12
人
、
男
子

5
人
が
所
属
し
て
い
ま
す
。
飯
野

高
校
Ｊ
Ｒ
Ｃ
部
で
は
主
に
、
募
金

活
動
、
ベ
ル
マ
ー
ク
収
集
、
清
掃

活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
中
学
校
の
時
、
姉
か
ら
『
飯

野
高
校
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す

る
Ｊ
Ｒ
Ｃ
部
が
あ
る
よ
』
と
聞
い

て
い
ま
し
た
。
陸
上
部
に
入
る
予

定
で
し
た
が
、
気
に
な
っ
て
い
た

Ｊ
Ｒ
Ｃ
部
に
入
部
し
ま
し
た
」
と

話
す
の
は　

部
長
の
東
脇
千
秋
さ

ん
（
写
真
左
）
で
す
。

　
「
私
も
中
学
校
の
時
に
存
在
は

知
っ
て
い
ま
し
た
。
私
自
身
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
が
あ
っ
た
の

で
入
部
し
ま
し
た
」
と
は
重
留
さ

ん
で
す
。

　

東
脇
さ
ん
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
で
得
ら
れ
た
も
の
は
大
き
か
っ

た
と
話
し
ま
す
。「
募
金
活
動
な

ど
で
は
、
募
金
を
入
れ
て
く
れ
る

方
の
温
か
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
人
と
接
す
る
大
切
さ
を

活
動
を
通
じ
て
学
び
ま
し
た
」

ボランティアで学んだ
人と接する大切さ

　

2
人
と
も
飯
野
高
校
の
生
活
情

報
科
に
所
属
し
て
い
ま
す
。「
9

月
に
、
飯
野
高
校
の
体
育
文
化
祭

「
海か

い
ど
う
さ
い

棠
祭
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
そ

こ
で
Ｊ
Ｒ
Ｃ
部
の
活
動
報
告
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
私
た
ち
の
作
っ

た
服
で
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
も

行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
見
に
来
て
く

だ
さ
い
」

しげとめ・りえ／ 18 歳／飯野高校 3年
／趣味：球技「観戦も競技するのも好
きです」・音楽鑑賞

ひがしわき・ちあき／ 17 歳／飯野高校
3年／趣味：音楽鑑賞「特にエグザイル
を聞いています」

Rie SigetomeChiaki Higashiwaki
【紹介者】　えびの市食生活改善推進員

津奈木芳子さん　迫田昭子さん　
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5
月
12
日
、
国
道
２
２
１
号
線
、
飯

野
地
区
の
藤
坂
付
近
で
、
春
の
交
通
安

全
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
は
、
え
び
の
市

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ひ
ま
わ
り
会
な
ど
6
団
体
約
50
人
が
参

加
。
ド
ラ
イ
バ
ー
に
チ
ラ
シ
と
キ
ー
ホ

ル
ダ
ー
を
配
り
な
が
ら
「
交
通
安
全
に

気
を
付
け
て
運
転
し
て
く
だ
さ
い
」
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

市
内
で
は
、
平
成
20
年
6
月
29
日
か

ら
交
通
死
亡
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
せ

ん
。
今
年
3
月
25
日
で
、
交
通
死
亡
事

故
ゼ
ロ
が
１
０
０
０
日
を
超
え
ま
し

た
。

　

6
月
8
日
、「
若
者
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
、
え
び
の
市
社
会
福

祉
協
議
会
に
義
援
金
を
届
け
ま
し
た
。

　

こ
の
義
援
金
は
、
4
月
24
日
、
同
団

体
が
、
市
内
ス
ー
パ
ー
の
駐
車
場
で
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
行
い
集
め
た
も
の

で
す
。
義
援
金
は
、
東
日
本
大
震
災
の

被
災
地
に
贈
ら
れ
ま
す
。

　
「
若
者
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
会
員
14
人
）」
は
、
社
会
教
育
課
の
事

業
で
、
若
者
で
構
成
さ
れ
た
地
域
お
こ

し
な
ど
を
行
う
団
体
で
す
。

　

代
表
の
丸
濱
晃
一
さ
ん
は
「
え
び
の

も
元
気
に
し
て
、
被
災
地
も
元
気
に
な

れ
ば
と
義
援
金
を
集
め
ま
し
た
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

5
月
22
日
、
出
水
区
で
新
燃
岳
か
ら

の
降
灰
に
よ
る
土
石
流
を
想
定
し
た
避

難
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。訓
練
に
は
、

出
水
区
民
や
地
元
消
防
団
・
消
防
バ
イ

ク
隊
な
ど
約
90
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

訓
練
で
は
、
区
民
を
中
心
に
伝
達
訓

練
や
要
援
護
者
の
移
送
訓
練
、
避
難
所

へ
の
避
難
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

避
難
所
へ
の
避
難
で
は
、
一
次
避
難

場
所
で
あ
る
出
水
区
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

場
に
集
ま
っ
た
住
民
を
、
分
区
長
（
班

長
）
が
、
手
際
良
く
人
員
を
確
認
し
、

区
長
に
報
告
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
5
月
13
日
に
は
、
市
文

化
セ
ン
タ
ー
で
、
大
明
司
区
・
山
内
区

合
同
の
防
災
訓
練
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

義援金は、138,895 円集まりました

ドライバーに交通安全を呼びかける

一次避難場所から避難所に到着した区民

　

5
月
30
日
、
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
を

会
場
に
、
え
び
の
市
留
学
生
歓
迎
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
歓
迎
会
に
は
、
留
学

生
や
関
係
者
ら
２
６
０
人
が
参
加
。
今

年
、
中
国
の
日
章
学
園
長
春
校
か
ら
え

び
の
市
に
来
た
留
学
生
１
６
４
人
を
歓

迎
し
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
焼
肉
や
カ
レ
ー
の
振
る

舞
い
の
ほ
か
、
え
び
の
太
鼓
や
日
本
舞

踊
、
留
学
生
に
よ
る
民
族
ダ
ン
ス
や
中

国
語
・
英
語
の
歌
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

留
学
生
の
ジ
ィ
ア
・
シ
ィ
ア
ン
イ
さ

ん
は
「
え
び
の
に
来
て
え
び
の
の
人
の

温
か
さ
が
好
き
に
な
り
ま
し
た
。
市
民

の
方
と
も
っ
と
交
流
で
き
れ
ば
と
思
い

ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

5
月
24
日
、
小
林
ア
ー
バ
ン
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
を
会
場
に
、
え
び
の
市
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
協
会
設
立
記
念
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
大
会
に
は
、
市
内
外
か
ら

約
60
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
は
、
ほ
ぼ
ゴ
ル
フ
と

同
じ
ル
ー
ル
で
、
専
用
の
ボ
ー
ル
と
ク

ラ
ブ
で
行
い
ま
す
。

　

同
協
会
は
、
年
齢
を
問
わ
ず
楽
し
め

る
こ
の
競
技
を
、
運
動
不
足
解
消
と
健

康
増
進
に
役
立
て
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
４
月
21
日
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
現

在
、
会
員
は
52
人
で
す
。

　

参
加
者
の
市
田
静
雄
さ
ん（
岡
松
区
）

は
「
健
康
づ
く
り
に
は
、
一
番
い
い
と

思
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

留学生は、大学を目指し、1年間えびので勉強します

参加者は雨のため、ボールが飛びにくく、苦労していました

　

6
月
3
日
、
え
び
の
市
管
工
事
協
同

組
合
（
12
社
加
盟
）
が
、
１
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
宅
と
真
幸
園
、
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
水
道
点
検
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
水
の
大
切
さ
や

水
の
使
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て

考
え
て
も
ら
お
う
と
、
水
道
週
間
に
合

わ
せ
て
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年

は
、
真
幸
地
区
を
訪
問
。
同
組
合
員
の

皆
さ
ん
は
、
水
漏
れ
箇
所
や
蛇
口
の
点

検
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
組
合
理
事
長
の
築
純
洋
さ
ん
は

「
市
民
の
方
に
、
こ
れ
を
機
に
水
道
に

つ
い
て
の
認
識
を
高
め
て
も
ら
え
れ

ば
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

高齢者宅ら５軒を回り、水道点検を行いました

　

6
月
1
日
、
え
び
の
市
酪
農
青
年
女

性
部
の
代
表
3
人
が
市
長
を
訪
問
。
牛

乳
消
費
拡
大
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

　

宮
崎
県
酪
農
青
年
女
性
連
絡
協
議
会

で
は
、「
6
月
19
日
の
父
の
日
に
は
、

牛
乳
（
ち
ち
）
を
贈
ろ
う
父
の
日
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年

で
12
回
目
に
な
り
ま
す
。

　

同
青
年
女
性
部
は
、
市
長
に
牛
乳
30

パ
ッ
ク
を
贈
り
、
牛
乳
消
費
拡
大
を
願

い
牛
乳
で
乾
杯
を
し
ま
し
た
。

　

同
青
年
女
性
部
部
長
で
酪
農
業
の
小

多
田
秀
次
さ
ん
（
今
西
区
）
は
「
こ
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
、
牛
乳
の
消
費
が
少

し
で
も
増
え
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

宮崎県産の牛乳を飲んでキャンペーンをＰＲ

フ
リ
ー

マ
ー

ケ
ッ
ト
で
義
援
金

交
通
安
全
を
呼
び
か
け
る

万
が
一
の
災
害
に
備
え
て

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

留
学
生
１
６
４
人
を
歓
迎

父
の
日
に
牛
乳
（
ち
ち
）
を

高
齢
者
宅
の
水
周
り
を
点
検



■えびの消防署☎ 33‐6119 ■えびの警察署☎ 33‐0110

119 だより 110 だより

information

お知らせ
コーナー

i n f o r m a t i o n

◎えびの市役所 ▼ ▼ ▼ 　☎ 0984‐35‐1111

　今年は、新燃岳噴火による噴石、降灰の被害が県内で
多数出ています。これから梅雨本番になり、土石流やが
け崩れにも注意が必要です。
　テレビ、ラジオ、防災無線放送などで正確な情報を収
集し、家族または近所の皆さんで避難場所、避難経路の
確認をしてください。梅雨時期は、今まで以上に注意し
てください。

　救急出場件数が増加しています。真に救急を要する方
のために、救急車の適正な利用をお願いします。

は、えびの市農協グリーンセン
ターまでお問い合わせくださ
い。
問市内農協グリーンセンター
☎飯野 33‐2212
☎加久藤 35‐0451
☎真幸 37‐0023

鹿児島県家畜商講習会開催

　家畜商免許を取得する場合、
毎年開催される家畜商講習会を
受講し、終了証明書の交付を受
けなければなりません。
　鹿児島県農政部畜産課では、
下記日程で家畜商講習会を行い
ます。

【期日】8 月 1 日（月）、8 月 2
日（火）

【時間】午前 9 時～午後 5 時
【開催場所】鹿児島県市町村自
治会館 403 号会議室（鹿児島
市鴨池新町 7 番 4 号）

【受講内容】1. 家畜の取引に関
する法令、2. 家畜の品種およ
び特徴、3. 家畜の悪癖、機能
障害および疾病

【定員】100 人程度
【受講申請手続】受講申請書に
講習手数料分 3,300 円の「鹿
児島県収入印紙」、および「写
真（6 か月以内に撮影したも
の）」を貼

ち ょ う ふ

布し、必要事項を記
載押印の上、提出。（受講申請
書は、鹿児島県農政部畜産課、
鹿児島県内各市町村で配布）

【提出先】〒 890-8577
鹿児島市鴨池新町 10 番 1 号
鹿児島県農政部畜産課中小家畜
係
※ 7 月 1 日（金）必着
問鹿児島県農政部畜産課中小家
畜係
☎ 099‐286‐3224
問市畜産農林課畜産振興室
内線 236

東日本大震災関連の義援金
を支出した方へ

　個人の方が、国や被災自治体
への寄付金、東日本大震災に関
連し日本赤十字社などへの義援
金などを支出した場合（報道機
関などを通じて支払った場合を
含む）、一定の要件の下、所得税・
住民税が減額される場合があり
ます。
　詳しくは、国税庁ホームペー
ジ（http://www.nta.go.jp/）を
ご覧いただくか、最寄りの税務
署へご相談ください。
問小林税務署
☎ 0984‐23‐3126
※自動音声案内

広い海を舞台に！
海上保安官募集

　海上保安庁では、海上保安大
学校学生および海上保安学校学
生を募集しています。
▼海上保安大学校

【 受 付 期 間 】8 月 25 日（ 木 ）
～ 9 月 6 日（火）

【 第 1 次 試 験 日 】10 月 29 日
（ 土 ）、10 月 30 日（ 日 ） の 2
日間

【受験資格】平成 3 年 4 月 2 日
以降に生まれた者で、高等学校
またはこれと同等と人事院が認
める学校を卒業し、平成 24 年
3 月までに卒業する見込みで、
必要な受験資格を満たしている
者
▼海上保安学校

【 受 付 期 間 】7 月 19 日（ 火 ）
～ 8 月 2 日（火）

【第 1 次試験日】9 月 25 日（日）
【受験資格】昭和 63 年 4 月 2
日以降に生まれた者で、高等学
校またはこれと同等と人事院が
認める学校を卒業し、平成 24
年 3 月までに卒業する見込み
で、必要な受験資格を満たして
いる者
　なお、受験資格、受験手続な
どの詳細は、海上保安庁ホー
ムページ（http://www.kaiho.
mlit.go.jp/）をご覧いただくか、
第十管区海上保安本部までお問
い合わせください。

避難場所・避難経路の再確認を

救急車の適正な利用のお願い

5月の活動状況 火災 0件 年計 7件
［えびの消防署管内］ 救急 57 件 年計 311 件

5 月の交通事故 人身 10件 本　年
5月末 46 件

　発生状況 物件 26件 本　年
5月末 128 件

　7月 11 日（月）から 7月 20 日（水）までの 10 日間、
県内一斉「夏の交通安全県民総ぐるみ運動」が実施され
ます。
市民の皆さんの参加により、えびの市内の交通事故防止
にご協力をお願いします。

【宮崎県交通安全スローガン】
ストップ！　脇見　ぼんやり運転
【運動の重点】
○子どもと高齢者の交通事故防止
○飲酒、暴走、過労・居眠り運転など無謀運転の防止
○セーフティエコドライブの推進

夏の交通安全県民総ぐるみ運動実施

男女共同参画功労賞・女性
のチャレンジ賞候補者募集

　宮崎県では、男女が個人とし
て尊重され、あらゆる分野での
活動に参加することができる

「男女共同参画社会」づくりを
目指しています。男女共同参画
に積極的に取り組んでいる方や
グループ・事業者に対して知事
が表彰を行っています。自薦・
他薦による応募をお待ちしてい
ます。

【推薦方法】市企画課にある所
定の推薦書に必要事項を記入の
上、7 月 29 日（金）までに市
企画課へ提出してください。

【表彰の時期】11 月下旬を予定
※その他詳しい内容などは、市
ホームページ（http：//www.
city.ebino.lg.jp/) にも掲載して
いますので、ご確認ください。
問市企画課振興係
内線 322

殺虫剤の小分けは、法律で
禁止されています

　埼玉県越谷市内で、自治会が
第２類医薬品である殺虫剤をお
茶のペットボトルに小分けし、
これを誤飲した女性 2 人が意
識不明となる重大な健康被害が
発生しました。このような行為
は、医薬品の小分け製造であり、
薬事法に基づく医薬品製造業の
許可が必要になります。
　必要な許可、適正な表示およ
び包装なしに医薬品である殺虫
剤を小分けして配布すること

は、薬事法違反です。また同時
に、公衆衛生上の観点からも、
重大な健康被害をもたらす可能
性が高い危険な行為です。
　薬事法に基づく許可がない場
合は、殺虫剤の不適切な小分け
配布することは絶対にやめま
しょう。
問宮崎県医療薬務課薬務対策室
☎ 0985‐26‐7060

東日本大震災支援活動写真
展開催

　えびの市歴史民俗資料館で
は、7 月 1 日 か ら 7 月 7 日 の
7 日間、東日本大震災で支援活
動を行った小林市のボランティ
アグループ「チーム小林 47」
の活動内容写真展を行います。
市民の皆さんの来場をお待ちし
ています。
問市歴史民俗資料館
☎ 35‐3144

無人ヘリによる水稲農薬散
布を実施します

　ＪＡえびの市による無人ヘリ
水稲農薬の重点防除が下記のと
おり実施されます。農薬は水和
剤を使用します。近隣の水田や
住宅などへ飛散しないよう十分
注意しながら実施します。
▼散布内容

【1 回目防除時期】
8 月上旬から中旬の穂ばらみ期

［病害虫名］
ウンカ類・ハマキムシ、いもち
病・紋枯病

【2 回目防除時期】
9 月上旬の傾穂期

［病害虫名］
ウンカ類・カメムシ、いもち病・
紋枯病
※水稲農薬散布を行う農家の方
は、周辺住民への配慮を徹底し
てください。
　農薬散布についての詳しいこ

問第十管区海上保安本部総務部
人事課
☎ 099‐250‐9800

パソコン講習（初級）受講
者募集

　宮崎県シルバー人材センター
連合会では、高齢者の雇用就業
につなげることを目的にパソコ
ン講習（初級）を実施します。

【 受 講 期 間 】8 月 24 日（ 水 ）
～ 9 月 6 日（火）※土日・祝
日を除く

【時間】午前 9 時～午後 4 時
【受講場所】小林市シルバー人
材センター

【対象者】ハローワークに求職
登録している方が対象でおおむ
ね 55 歳から 64 歳までの方

【受講料】無料
【定員】20 人
【申込締切】8 月 9 日（火）必着
【申込方法】宮崎県シルバー人
材センター連合会へ直接電話
問宮崎県シルバー人材センター
連合会
☎ 0985‐31‐3775
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掲　示　板

L e t ' s 　 L e a d 　 A 　 H e a l t h y 　 L i f e 　 !

！いきいき　健康

同 参男 画女 だ共 よ り

掲　示　板
心の一首一句

あなたもつくってみませんか。
（短歌）竹下妙子さん☎ 0984‐37‐3056
（俳句）松山良文さん☎ 0984‐33‐4904

（詩）ポエム同好会（市田寛幸さん）☎ 0984‐37‐2528 まで。

BOOK　CORNER ■推薦：市民図書館

Editor's ◎編集後記

おすすめの
ありますか、好きだと言える一冊が。

一冊

　ちょっと目を離したすきに、子どもが危険な

ものを口にしていたり、転んでいたりして驚い

たことはありませんか？

　子どもの行動は予測不可能なことが多く、家

の中でも思わぬ事故につながります。厚生労働

省の統計によると、１～４歳の死亡原因の１位

は「不慮の事故」で、その４割が家庭内で起こっ

ています。子どもは好奇心旺
おうせい

盛で危険なものへ

の判断力が未熟なため、大人が想像もつかない

事故を起こします。　

　まずは子どもから目を離さず、ひとりにしな

いよう心がけたうえで、その子の年齢や成長に

合わせた安全対策をとり、事故を予防しましょ

う。また、子どもに危険なこと、やってはいけ

ないことを繰り返し教えることも大切です。

＜ここに注意！事故が起こる前の対策＞
○台所には、包丁や炊飯器の蒸気など、危険な

気に笑
って

健康
え び の

『日曜日の随相 2010』

　「日本経済新聞」文化面に睦
むつ き

月から師
しわ す

走
まで 52 人がつづった珠玉のエッセイ集。
　規則正しい生活のリズムを取り戻そうと
する芥川受賞作家。ギアナ高地で、本にな
る予定のない凄い絵の添えられた絵物語が
完成した旅の話。腕っ節が強い野良猫に妻
がつけた名前は「ケンさん」だった。など、
日々の暮らしでのささやかな発見や、詩人、
俳人、作家の感性豊かな言葉に思う存分触
れられる一冊です。

　
　
　
八や

そ

じ

十
路
越
へ
異
国
に
眠
る
友
思
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
唄う

た

う
此
の
唄
岸
壁
の
母

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
山
区
　
下
牟
田
シ
メ

　

今
回
の
東
日
本
災
害
の
惨
事
に
作
者
は
、
六
十
五
年
前
、
異
国
で
終
戦
を
迎
え
た

あ
の
恐
怖
と
友
の
死
に
思
い
を
馳は

せ
、
口
ず
さ
む
唄
は
親
や
子
を
想
う
歌
で
あ
り
、

今
、
自
分
が
生
か
さ
れ
て
い
る
幸
せ
に
感
謝
し
、
震
災
で
亡
き
人
、
友
の
冥
福
を
祈
っ

て
お
ら
れ
る
。

　

実
体
験
を
重
ら
れ
た
真
実
の
詠
で
あ
る
。
東
日
本
の
方
は
無
理
せ
ず
諦
め
な
い
で

進
ん
で
欲
し
い
。

　
　
　
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
懸
念
さ
れ
つ
つ
咲
き
に
け
り
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
鳥
区
　
松
山
夢
真

　

新
燃
岳
の
降
灰
を
受
け
、
開
花
が
心
配
さ
れ
た
が
、
ほ
と
ん
ど
例
年
ど
お
り
の
開

花
で
安
心
し
た
。

　
　
　
　

山
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
松
区
　
田
中
孝
江

山
よ
　
あ
な
た
の
底
力
が
う
ら
や
ま
し
い

冬
の
間
あ
れ
ほ
ど
暗
く
沈
ん
で
い
た
の
に

今
夏
も
ま
た
明
る
く
美
し
い
色
合
い
で

あ
た
ら
し
い
生
命
の
顔
を
創
り
だ
し
て
い
る

山
よ
　
鼻
の
頭
の
赤
い
盛
り
あ
が
り

い
く
ら
考
え
て
み
て
も
こ
れ
は
や
は
り

吹
出
も
の
と
し
か
い
い
よ
う
が
な
い
の
だ
け
れ
ど

恥
ず
か
し
く
は
な
い
の

そ
ん
な
こ
と
は
お
か
ま
い
な
し
と

今
日
も
元
気
よ
く
真
新
し
い
緑
を

吹
き
だ
し
て
い
る

白
み
ど
り
　
黄
み
ど
り
　
赤
み
ど
り

も
う
止
め
る
す
べ
も
な
い
勢
で
日
毎
日
ご
と

山
は
　
も
り
も
り
盛
り
あ
が
る

　6月に入り、雨の多い季節となりました。例年に比べ、
過ごしやすいような気がします。市内では、消防団が 7月
10 日の操法大会へ向けて練習に励んでいます。夜になると
いたるところで、威勢のいい声が聞こえてきます。（川野）

【おわびと訂正】広報えびの 5月号「特集防災のススメ（広報
えびの 2ページ）」で「3月 14 日の東日本大震災など」と掲載
していましたが正しくは、「3月11日」です。おわびして訂正
します。

短
　

歌
俳
　

句

詩

ものが多くあります。可能なら入り口にフェン

スをつけ、子どもが１人で入れないようにしま

しょう。包丁や調理器具などは、こまめにしま

い収納扉に市販のストッパーをつけましょう。

○居間では、ボタン、たばこなどの誤飲を予防

するため、子どもの手の届かない引き出しにし

まいましょう。コンセントは、クリップを差し

込んで感電するなど、予想外の事故が起こりや

すいため、市販のカバーでおおうと安心です。

○浴室は、湯船での溺
できすい

水や転倒など事故が起こ

りやすい場所です。数センチの水深でも溺
おぼ

れま

す。親の洗髪中は浴槽にふたをし、入浴後は早

めにお湯を抜くと良いでしょう。

○階段は、滑り止めなどをつけたり、靴下やス

リッパは履かせたりしないなど、転倒を防ぎま

しょう。また、子どもを抱っこしているときは

足元が見づらいので、大人も注意しましょう。

日本経済新聞社／編
（日本経済新聞出版社）

（
自じ

ち
ゅ
う註
）

（
評　

竹
下
妙
子
）
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今月の
納税

■田村保健師（健康保険課）家庭内事故から子どもを守ろう！

◎えびの市の人口
　男性／ 10,145 人（－ 9人）
　女性／ 11,264 人（－ 17 人）
　合計／ 21,409 人（－ 26 人）
◎えびの市の世帯数　　　　　
　9,533 世帯（－ 15 世帯）

（平成 23年 6月１日現在）

転入／ 56 人
転出／ 69 人
出生／ 16 人
死亡／ 29 人

市県民税　　　第 1期
介護保険料　　第 2期
6 月 30 日までに納めましょう。

「男女共同参画週間」です
毎年、6月 23 日から 29 日は

ました。
　少子高齢化の進展、家族形
態の多様化、地域社会の変
化、社会経済情勢の変化等に
対応していく中で、女性にと
っても男性にとっても生きや
すい、そして住みよいまちえ
びの市を築いていくためには
『男女共同参画社会』の実現
は重要な課題です。
　この「男女共同参画週間」
を機会に、私たちのまわりの
男女のパートナーシップ（協
力関係）について考えてみま
せんか？

　男性と女性が共に、職場や学校、地域や家庭で、
それぞれの個性と能力を発揮できる『男女共同参
画社会』を実現するためには、政府や地方公共団
体だけでなく、事業所や市民のみなさん、一人ひ
とりの取り組みが重要です。
　「男女共同参画社会基本法」が平成 11 年 6月に
施行されて12年になります。平成22年12月には、
国の「第 3次男女共同参画基本計画」が策定され
ました。この計画は、実効性のあるアクション・
プランとなっています。
　宮崎県では、平成 24 年 3 月に、新たな「みや
ざき男女共同参画プラン」が策定される予定です。
　えびの市では、「えびの市男女共同参画プラン」
が平成 16 年 7 月に策定され、平成 21 年 12 月に
は「えびの市男女共同参画推進条例」が制定され
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域
」、「
ジ
オ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
を

通
じ
て
地
域
の
経
済
発
展
を
育
成
す

る
地
域
」、「
地
域
の
地
質
遺
産
を
保

護
す
る
地
域
」、「
世
界
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
一
員
と
し
て
、
相
互
に
情

報
交
換
や
会
議
に
参
加
し
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
活
性
化
を
行
っ
て
い
る
地

域
」
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

ま
た
、
二
〇
〇
八
年
に
は
、
ジ
オ

パ
ー
ク
の
目
的
の
一
つ
に
、
防
災
に

関
し
て
ジ
オ
パ
ー
ク
の
知
識
を
役
立

て
て
い
る
地
域
が
加
わ
り
ま
し
た
。

　

新
燃
岳
の
近
く
に
住
む
私
た
ち

は
、
山
や
自
然
か
ら
の
恩
恵
を
地
域

振
興
に
役
立
て
る
こ
と
と
同
時
に
、

自
然
の
怖
さ
を
知
り
、
そ
れ
を
防
災

に
役
立
て
る
こ
と
が
ジ
オ
パ
ー
ク
認

定
の
恩
恵
で
も
あ
り
ま
す
。

　

環
霧
島
地
区
の
自
治
体
と
民
間
団

体
な
ど
が
積
極
的
な
ジ
オ
パ
ー
ク
誘

致
活
動
を
進
め
て
き
た
結
果
、
霧
島

連
山
が
昨
年
の
九
月
十
四
日
に
日
本

ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

ジ
オ
と
は
地
球
や
大
地
の
こ
と
で

「
地
球
（
大
地
）
の
公
園
」
と
い
っ

た
意
味
で
す
。

　

現
在
、日
本
国
内
に
は
島
原
半
島
、

山
陰
海
岸
な
ど
の
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク

が
四
か
所
、
霧
島
や
阿
蘇
、
天
草
な

ど
の
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
が
十
か
所
あ

り
ま
す
。
認
定
さ
れ
た
地
域
で
は
、

環
境
の
保
護
を
し
な
が
ら
、
ジ
オ

パ
ー
ク
を
活
用
し
た
地
域
振
興
や
観

光
発
展
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

単
独
の
都
道
府
県
で
認
定
さ
れ
た

地
域
が
多
い
中
で
、
世
界
ジ
オ
パ
ー

ク
の
山
陰
海
岸
は
、
京
都
・
兵
庫
・

鳥
取
の
三
府
県
に
ま
た
が
っ
て
い
ま

す
。
今
回
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定

さ
れ
た
霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
も
範
囲
は

宮
崎
と
鹿
児
島
に
ま
た
が
っ
て
い
ま

す
。
今
後
、
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定

を
目
指
す
霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
も
宮
崎

と
鹿
児
島
が
連
携
し
、
環
境
の
保
護

と
有
効
活
用
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

　

世
界
遺
産
は
主
に
環
境
の
保
護
が

目
的
で
あ
る
の
に
対
し
、
ジ
オ
パ
ー

ク
は
環
境
の
保
護
と
活
用
を
主
な
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
と
は
、「
地
域
の
地

史
、
地
質
現
象
、
地
質
遺
産
だ
け
で

な
く
、
考
古
学
的
、
生
態
学
的
、
文

化
的
な
価
値
を
含
む
地
域
」、「
公
的

機
関
、
民
間
団
体
な
ど
に
よ
る
運
営

組
織
と
運
営
・
財
政
計
画
を
持
つ
地

日本ジオパークに認定された霧島連山

（
文
／
市
歴
史
民
俗
資
料
館
）

広報えびのは環境にやさしい大豆油
インキを使用しています。


